
令和２年犬の登録及び狂犬病予防注射を実施します
●畜犬登録について（新規の犬のみ）
　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬には登録と狂犬病予防注射が義務付けられています。
　犬の登録は、税務住民課、住民サービス課（総合支所）及び委託動物病院で行うことができます。
　　登録料　3,000円（新規の犬のみ）　※登録後、鑑札とシールを渡します。

●狂犬病予防注射について
　犬を飼っている方は、毎年１回４月から６月まで、飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせることが
法律で義務付けられています（今年は新型コロナウイルスの影響により猶予されます）。
　動物病院や町内で実施する巡回の狂犬病予防注射事業を利用して必ず接種を受けましょう。

●巡回狂犬病予防注射（北海道獣医師会が実施します）
　　注射料　3,240円（予防注射料金2,690円＋550円）※注射済票代込

月  日 主な会場

7月13日 青葉会館・総合支所・豊栄会館・明春辺会館

7月14日 花若会館・追分旭（旭陽会館ほか）・追分公民館

7月15日 みずほ館・安平消防・守田会館・北進会館

7月16日 富岡地区・遠浅地区・早来源武地区・早来新栄地区

7月18日 北町会館・総合庁舎・北海道銀行早来支店

畜犬登録がお済みの方には封書にてご案内しています。
問合せ　税務住民課住民生活グループ　☎ ㉒ 2940

　また、警報や注意報を発表する際、当日と翌日につい
ては、今後の推移として注意報や警報の現象が起こる可
能性のある期間を細かくお知らせしています。１日を３
時間ごとに８コマに分けて、気象要素ごとに、警報は赤
色、注意報を黄色に着色し、警報級の現象の期間や予想
される最大風速や雨の量を確認することができます。
　これらの情報を活用いただき、災害から身を守るため
の早めの行動をお願いします。

【室蘭地方気象台からのお知らせ】
気象庁ホームページで警報級の可能性がわかります
　気象台が発表する情報として、警報や注意報があります。警報級の現象の期間をあらかじめ知るこ
とで、事前の防災対策につながることができます。
　気象台では警報級の現象が５日先まで予想される際に
「早期注意情報（警報級の可能性）」を大雨、大雪、暴
風または暴風雪、波浪の４種類について表形式で発表し
ています。気象庁のホームページにある「気象警報・注
意報」のページで地図上の市町村をクリックすると確認
でき、警報級の現象になる可能性は［高］が80％以上、
［中］が30～70％で、該当期間を着色しています。
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